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 要  旨 
コグニティブ無線技術は，未活用な周波数資源を有効に利用する為の方法として注目を集
めている．コグニティブ無線では，帯域の利用権限を持たないユーザ(SU：セカンダリユーザ)
に，特定の既存ユーザ(PU：プライマリユーザ)が割当てられた帯域を利用する権限を与える
ことにより，無線周波数帯域の利用効率を向上する． 
 本稿では，p persistent CSMA プロトコル(搬送波が見検出の場合に，確率 pでパケットを
伝送し，確率 1-p で一定時間待機するプロトコル)に基づく SU 向け学習アルゴリズムを提案
する．ここで，PUは既存の CSMA/CA プロトコルを利用するものとする．一方で，チャネルの
アイドル状態を減らすことにより，送信機会 pの値を調整するために応用される方法として，
Q-learning(Q 学習)がある．この方法は，p の値を固定化した場合に比べ，余分なコリジョン
(パケットの衝突)を回避することが出来る．提案手法では，PUのスループットを保持しつつ，
PU とチャネルを共用する SU のトラフィックを増加させることで，チャネル利用効率の向上
を果たす．シミュレーション結果より，提案手法は PU の遅延の影響を抑えつつ，SU のチャ
ネル利用効率の向上を果たすことを確認した．加えて，１帯域を複数の SUが利用する環境に
おいては，分散型コグニティブ無線を考慮しているので，各々のユーザは独自にチャネルを
観測する必要がある．本稿では，コリジョン検出によってチャネル利用効率を向上すること
により，非協調型の SU 同士が均衡状態に至ることを可能にするための，SU 向け複合戦略を
提案する．また， SU の存在数に従ってアイドル状態を制御する方法を検討する．この動作
を行うことで，はじめの提案よりもよりさらにチャネル利用効率を向上することが可能とな
る． 
 これらの 2 つの手法を組み合わせることで，より高いチャネル利用効率を実現することが
今後の課題として挙げられる． 
 
